
10年の足跡をたどる
創立90周年から
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平成23年

TOPICS ・東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）が発生
・FIFA女子ワールドカップドイツ大会が開催され、なでしこジャパンが優勝
・エジプトのムバラク政権、リビアのカダフィ政権が崩壊（アラブの春）
・北朝鮮の最高指導者である金正日が死去。後継は三男の金正恩

３年２組　二宮早季　第57回青少年読書感想文全国コンクール　入賞
３年２組　清家将徳　平成23年度全国高等学校総合体育大会　陸上競技　5000m競歩出場
３年２組　川崎　強　平成23年度全国高等学校総合体育大会　陸上競技　円盤投出場
３年１組　米木千遥　平成23年度税に関する作文　八幡浜税務署長賞
３年１組　西浦由依　私の主張コンテスト　第１位「目標＋努力＝∞の可能性」

体育祭応援（平成23年）

文化祭琴（平成23年）

サバイバルウォーク（平成23年）

県総体陸上（平成23年）

野球部壮行会（平成23年）雪景色（平成23年）

体育祭縄跳び（平成23年）
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防災避難訓練学校裏山へ（平成24年）

私の主張コンテスト（平成24年）文化祭（原爆絵本～あの夏の日～）（平成24年）

インターハイ壮行会（平成24年）

陸上競技四国大会（平成24年）

鑑賞文楽（平成24年）

平成24年

TOPICS ・東京スカイツリー開業
・自民党総裁・安倍晋三が内閣総理大臣に再就任。自公連立政権が発足
・山中伸弥がiPS細胞でノーベル生理学・医学賞を受賞
・ロンドンオリンピック（第30回夏季オリンピック）開催

３年１組　三好祥平　平成24年度全国高等学校総合体育大会　陸上競技　5000m競歩出場
３年２組　越知沙月　平成24年度全国高等学校総合体育大会　陸上競技　やり投出場
３年１組　吉住愛美　平成24年度税に関する作文　八幡浜税務署長賞
３年１組　西中亮太　私の主張コンテスト　第１位「三瓶湾と共に～未来に向かって～」
邦 楽 部　愛媛県高校総合文化祭〈日本音楽部門〉最優秀賞受賞（県代表、全国大会出場決定）
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邦楽本番後正面玄関前（平成25年） 井上理砂子　英語スピーチコンテスト優秀賞（平成25年）

邦楽部全国高文祭前日リハ（平成25年）

沖縄修学旅行（平成25年）

三瓶中との合同文化祭（平成25年）

三瓶中との合同文化祭（平成25年）

平成25年

TOPICS ・NHK連続テレビ小説「あまちゃん」がブームに
・黒田東彦が日銀総裁に就任。大胆な金融緩和を開始する
・楽天イーグルスの田中将大が連続勝利投手で日本プロ野球記録を更新
・『和食　日本人の伝統的な食文化』が無形文化遺産に登録される
・ロシアのチェリャビンスク州に隕石が落下

邦 楽 部　全国高等学校総合文化祭〈日本音楽部門〉文化連盟賞
１年１組　佐々木愛　私の主張コンテスト　第１位「音楽、部活、そして私」
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グループマッチ（平成26年）

救急救命講習（平成26年）

体育祭（平成26年）

文化祭（平成26年）

野球応援（平成26年）

平成26年

TOPICS ・日本一の高さを誇る超高層ビル「あべのハルカス」開業
・宇宙飛行士の若田光一が日本人初の国際宇宙ステーションの船長に就任
・ノーベル物理学賞受賞者に赤崎勇・天野浩・中村修二の３人が決定
・ソチオリンピック（第22回冬季オリンピック）開催

２年２組　井上浩輔　平成26年度全国高等学校総合体育大会　陸上競技　5000m競歩出場
３年１組　三好梨乃　平成26年度税に関する作文　八幡浜税務署長賞
３年１組　浅野駿平　私の主張コンテスト　第１位「最高の仲間と共に」
３年１組　城戸七海　平成26年度心の輪を広げる体験作文　優秀賞「知的障害者の差別」
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みきゃん応援隊発足（平成27年）

まほろば（平成27年）

修学旅行沖縄（平成27年）

文楽鑑賞会（平成27年）

マラソン大会（平成27年）

奉仕活動（平成27年）

卒業式答辞（平成27年）

平成27年

TOPICS ・イスラム過激派ISILによる日本人拘束事件により２名が犠牲
・ノーベル生理学・医学賞に大村智、ノーベル物理学賞に梶田隆章が選出される

３年１組　井上浩輔	 平成27年度全国高等学校総合体育大会　陸上競技　5000m競歩出場
３年１組　堀内遥平	 平成27年度全国高等学校総合体育大会　陸上競技　やり投出場
３年１組　堀内遥平	 平成27年度国民体育大会　陸上競技　少年Aやり投 ３位
３年１組　堀内遥平	 私の主張コンテスト　第１位「大きな舞台を経験して」
２年２組　濱本菜帆	 平成27年度心の輪を広げる体験作文　優秀賞「障害者差別について」
３年１組　井上理砂子	 平成27年度高校生英語スピーチコンテスト　第３位
２年２組　二宮　晟	 平成27年度税に関する作文　高松国税局長賞
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体育祭（平成28年）PTA授業参観（平成28年）

修学旅行（平成28年） 体育祭（平成28年）

奥地の海のかーにばる（平成28年）

やり　県総体陸上競技（平成28年）

県総体開会式（平成28年）

平成28年

TOPICS ・熊本地震発生。震度７を２回観測。死者267人、避難者数は183,882人
・オートファジーの仕組みの解明で、大隅良典がノーベル生理学・医学賞受賞
・リオ五輪開催
・バラク・オバマ大統領の広島訪問
・アメリカ大統領選でドナルド・トランプが勝利

邦 楽 部　愛媛県高校総合文化祭〈日本音楽部門〉優秀賞受賞（県代表、全国大会出場決定）
３年２組　高橋里奈　私の主張コンテスト　第１位「三年間で得たもの、そして夢」
１年２組　亀島瑠李　平成28年度第49回音楽鑑賞教育振興作文の部　文部科学大臣賞　最優秀賞
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平成29年

TOPICS ・中学生プロ棋士の藤井聡太が公式戦新記録となる29連勝
・製造業大手の不祥事が多発。 無資格者による完成品検査や品質データを改ざんなど発覚
・日系英国人のカズオ・イシグロがノーベル文学賞を受賞
・陸上の桐生祥秀が日本人選手初の公認記録100m走９秒台を達成
・韓国で朴槿恵が大統領職を罷免され、文在寅が大統領に就任

邦 楽 部	 全国高等学校総合文化祭みやぎ総文2017〈日本音楽部門〉出場
	 愛媛県高校総合文化祭〈日本音楽部門〉優秀賞受賞
吹奏楽部　六校合同吹奏楽コンサート出演
２年１組　井上美都　私の主張コンテスト　第１位「頑張る自分が好き」

防災避難訓練（平成29年） 人権・同和教育ホームルーム活動（平成29年）

体育祭（平成29年）
体育祭（平成29年）

野球応援（平成29年）

文化祭（平成29年）

サバイバルウォーク（平成29年）邦楽部全国大会（平成29年）
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平成30年

TOPICS ・平昌オリンピック開催。日本は冬季過去最多のメダル13個を獲得
・７月初旬の集中豪雨により、西日本で多くの河川が氾濫。死者200人を超える甚大な被害となる
・自民党総裁選挙で安倍晋三首相が３選。後に第４次安倍改造内閣発足
・テニス全米オープン決勝で、大坂なおみが日本人選手初となる優勝
・歌手の安室奈美恵が引退 
・築地市場が83年の歴史に幕。豊洲市場が開場する
・イギリスのヘンリー王子とアメリカの女優メーガン・マークルが挙式

吹奏楽部　八校合同吹奏楽コンサート出演
２年１組　酒井琴菜　私の主張コンテスト　第１位「芸術への想い」

木育サミット（かんなフラワー）参加（平成30年）

８校合同吹奏楽コンサート（平成30年）

スポーツテスト（平成30年）

県総体壮行会（平成30年）

野球応援（平成30年）

商店街シャッターアート制作（平成30年）

サバイバルウォーク（平成30年）
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平成31年

（令和元年）

TOPICS ・日本は国際捕鯨委員会 (IWC) を脱退。商業捕鯨再開される
・日本は韓国をホワイト国リストから除外。韓国は日本製品不買運動で応じ、戦後最悪ともいえる日韓関係に陥る
・ゴルフ全英女子オープンで、渋野日向子が優勝。
・日本の消費税率が８％から10%に変更され、軽減税率も導入される
・沖縄県那覇市の首里城で火災が発生
・吉野彰がノーベル化学賞を受賞

３年１組　清家康太	 令和元年度全国高等学校総合体育大会　陸上競技　400mH 出場
１年１組　宇都宮美凪	 私の主張コンテスト　第１位「三瓶高校の未来のために」
３年１組　片山凜香	 令和元年度税に関する作文　八幡浜地区租税教育推進協議会会長賞

400mH 沖縄インターハイ
（令和元年）

かんなフラワー講習会（令和元年） 文化祭（令和元年）

ジオクルーズガイド（令和元年）

県家庭クラブ研究発表大会　最優秀受賞（令和元年）

ベトナム人技能実習生との国際交流会（令和元年）「えひめスーパーハイスクールコンソーシアム in 南予」（令和元年）
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令和2年

TOPICS ・新型コロナで政府が全国小中高の休校要請
・高校野球が春夏中止。プロスポーツ界でも延期や中止相次ぐ
・東京五輪・パラリンピックが来年に延期
・安倍首相、持病を理由に辞任。連続在職は７年８か月で歴代最長
・菅首相誕生　新内閣発足
・野口聡一さん搭乗の米民間宇宙船打ち上げ成功
・はやぶさ２　カプセル帰還

2年1組　亀島優希　私の主張コンテスト　第1位「オンラインで変える未来」
3年1組　片山李琉　創立百周年記念シンボルマーク作成

１年生総合学習（令和２年） 野球部夏の大会（令和２年）

100周年記念写真撮影（令和２年）

公営塾オープン クラスマッチ

地域みらい留学 音楽遠隔授業
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１年生（ 自分に対して一言 ）

自分のしたいことを見つけ、極める！

宮本　陽輝

クラスのみんなと思い出を
いっぱい作る！

山本　真尋

楽しむ青春！みんなでenjoy！

山本　辰志

文武両道で勉強と部活を
両立させる！

梶原　夢陽

自分らしく生活する‼

河野　瑞己

モテ期がほしい。。。‼

菊池　海澄
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大
き
な
体
に
小
さ
な
声
！
と
叱
ら
れ
続
け
た
１
年
間
。	

浅
井　

龍
空

き
ょ
じ
ん
と
言
わ
れ
る
の
に
慣
れ
は
じ
め
た
１
年
間
で
し
た
。	

石
田　

拓
海

な
か
を
深
め
て
切
磋
琢
磨
し
合
っ
た
こ
の
１
年
間
。	

亀
島　

優
希

夢
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
で
負
け
た
こ
と
。	

菊
池　

遥
翔

を
お
お
お
お
お
お
お
お
お
！
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
！	

後
藤　

大
輝

持
つ
べ
き
も
の
は
友
だ
と
学
ん
だ
。	

立
川　

藍
都

つ
み
か
さ
ね
て
き
た
漢
字
検
定
３
級
合
格
！	

中
島　

陽
汰

小
（
し
ょ
う
）
も
な
い
こ
と
で
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
い
合
っ
た
、
最
高
の
同
期
。	

西
田　

拓
哉

さ
ん
ざ
ん
だ
っ
た
令
和
２
年
！
今
年
は
い
い
年
に
す
る
つ
も
り
！	

松
木　
　

心

な
に
ご
と
も
全
力
プ
レ
イ
三
高
生
！
そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
！	

山
下　

太
輝

学
校
か
ら
見
え
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
恋
し
て
早
や
２
年
（
笑
）	

山
本　

快
碧

校
内
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
、
頑
張
っ
た
！	

山
本　

天
大

！
！
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
！
！	

宇
都
宮
美
凪

三
つ
の
性
を
心
に
掲
げ
、
過
ご
し
て
き
た
高
校
生
活
。	

小
林　
　

由

瓶
（
ビ
ン
）
に
思
い
出
を
詰
め
込
ん
だ
学
校
生
活
。	

田
中　

詩
織

分
か
ち
合
っ
て
き
た
友
達
は
一
生
の
タ
カ
ラ
モ
ノ	

廣
光　

愛
実

校
内
で
一
番
の
元
気
者
！	

山
城　

真
唯

２年生（学校生活を折り句で振り返る）

集団行動に汗を流した思い出の体育館

いつも笑い声の溢れる校舎

みんなで語り合った中庭

いつも胸にあるのは「三瓶スピリット」
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高
校
生
活
楽
し
か
っ
た
。
最
高
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
! !	

井
上　

天
斗

百
周
年
最
高
の
仲
間
と
最
高
の
思
い
出	

井
上　

璃
久

三
瓶
分
校
百
周
年
お
め
で
と
う
! !	

垣
内　

祥
希

三
瓶
分
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
将
来
に
生
か
そ
う
！	

菊
池　

真
一

31
Ｒ
の
25
人
が
３
年
間
欠
け
る
こ
と
な
く
、
楽
し
か
っ
た	

菊
池　

麗
央

三
瓶
分
校
で
個
性
豊
か
な
仲
間
に
囲
ま
れ

　
　
　

様
々
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ん
な
あ
り
が
と
う
。	

河
野　

賢
人

み
ん
な
に
感
謝
し
て
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。	

澤
野　

涼
太

い
つ
も
支
え
て
く
れ
る
学
校
、

　
　
　

仲
良
く
し
て
く
れ
て
い
る
友
達
に
感
謝
。
あ
り
が
と
う
。	

田
中　

健
太

記
念
す
べ
き
百
周
年　

刻
み
込
も
う	

西
中　

千
晴

毎
日
サ
イ
コ
ー
で
し
た
。
三
瓶
分
校
で
良
か
っ
た
。

　
　
　
　

                        

み
ん
な
本
当
に
あ
り
が
と
う
。　
　

	

松
本　

祐
輔

３
年
間
、
毎
日
友
達
と
い
る
時
間
を
大
切
に
過
ご
し
た	

宮
本　

良
貴

最
高
の
友
と
思
い
出
を
く
れ
た
学
校
に
感
謝	

三
好　

律
輝

三
瓶
高
校
百
周
年　

残
り
の
高
校
生
活
を
楽
し
も
う	

吉
見　

光
竣

三
瓶
高
校
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
３
年
間
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う	

井
上　

咲
姫

学
年
を
こ
え
て
仲
が
良
い
っ
て
す
ご
く
良
い
な
～
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。	

植
田　

朋
香

ズ
ッ
友	

片
山　

李
琉

『
感
恩
戴
徳
』
い
つ
も
温
か
く
支
え
て
く
れ
る
学
校
や
友
達
に
感
謝
で
す
。	

河
本
萌
々
花

み
ん
な　

い
つ
も　

あ
り
が
と
う	

竹
内
も
も
な

創
立
百
周
年
お
め
で
と
う
。
み
ん
な
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う	

中
田　

未
来

出
会
っ
て
く
れ
た
皆
に
感
謝	

西
川　

真
由

三
年
間　

み
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３年生（学校・仲間に伝えたい思い）

最高の仲間と、慣れ親しんだホームルーム教室で!!
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歴史
10年の足跡

〈平成23－令和２年〉



　平成30年4月、私は新米校長として三瓶高校に赴任する
ことになりました。赴任して分かったのですが、地域の人口
減少と少子化のさらなる進行が予想される中、三瓶高校存
続の努力は報われるのか、少人数のため様々な教育活動が
制約を受ける学校生活で、生徒は幸せなのか、という問いか
けが学校内に少なからずありました。しかし目の前に生徒が
いる。その生徒たちに三瓶高校を選んだことを後悔させては
ならないという思いは、全教職員共通のものでした。
　平成30年7月7日、西日本豪雨災害が発生しました。応援
に行こうにも交通手段がないという生徒の声に、すぐに全校
生徒から災害ボランティアの希望を募り、保護者の了解のも
と、15日には、学校を挙げて野村地区に駆け付けました。小
規模校だからこそできる保護者と教職員と生徒の連携でした。
　今思い返しても、教員・職員の皆さんは、本当に生徒一人
一人に愛情と情熱と責任をもって、細やかに、丁寧にかかわっ
てくれました。その結果、様々な体験や地域・他校との交流
が生まれ、生徒諸君は大きく成長しました。生徒数が減少し
た分を工夫で補い、一人一人が大きな力を発揮して仲間を支
え、やり遂げてくれました。進路面でも自分のやりたいこと、
進みたい道を明確にし、みごとに実現してくれました。
　その一方で私たちは「主体的・対話的で深い学び」を推
進し、それを学校の魅力化につなげるため、三瓶高校公営
塾の創設に取り組みました。藤原教頭の熱意と西予市長管
家一夫様をはじめ本当にたくさんの方々のご協力で、令和2
年度より、三瓶分校をスタートに西予の高校に公営塾が設置
されることになりました。今一度、この場をお借りしてご支
援くださった全ての皆様にお礼を申し上げます。夢に向かっ
て動くと、未知の人との出会いがあり、つながりが生まれる
ことを教えていただきました。
　令和2年9月5日、宇和高校で開催された三瓶分校創立
100周年記念体育祭。チーム三瓶として49人が一丸となって、
各チーム約80名の宇和高校に挑み、総合2位の立派な成績
を収めました。しかしそれ以上に君たちの笑顔がうれしかっ
た。本校と分校の連携が、新しい学び・学校行事の形を生
み出した瞬間でした。
　三瓶分校でしかできないことがあります。三瓶分校だから
こそできることがあります。それらはきっと、県下の高校が
学ぶべきものであるはずです。
　最後に、宇和高等学校三瓶分校創立100周年を心からお
祝い申し上げます。

　私の教員生活最後の勤務校は三瓶高校、そして
吉田高校であった。両校とも奇しくも、ときの海
運界先覚者であった山下亀三郎氏が創設者という
縁を持つ。創設されたのは、山下実科高等女学校。
地方文化の向上と女子教育の興盛のためにと創設
されたこの学校は、地域の人々の学校への溢れる
厚情に後押しされ、素晴らしい校風と伝統を築
き、100年という大きな節目を迎えたのかと感慨
深く思っている。
　私の在職中に、創設 90 周年という、一つ前の
大きな節目を迎えた。生徒・職員・地域の皆さん
がひとつになって「90 年の軌跡を胸に今、新た
なる挑戦」のテーマのもと、行事に取り組んだ
日々が、今も懐かしく思い出される。
　行事は、4月サバイバルウォークからスタート。
学校から宇和町運動公園往復27 キロの完歩。足
にまめが…の声が飛びかった。
　5月には高校野球全国区の高知明徳義塾高校を
招いての招待試合。馬淵監督が本校出身であった
ことから実現した祝賀試合で、本校野球部には緊
張と喜びの思い出の1日となったと思う。
　暑い夏には、海を有する本校ならではの遠泳等
の行事。記念体育祭では記念Tシャツ全員着用で、
一体となり大いに盛り上がった。今も手元にある
このTシャツを見ると暑かったあの目、生徒たち
の熱い演技が蘇ってくる。
　11 月の記念式は、90 周年を祝う多くの来賓の
皆さんが来校、次なる100年を目指す決意がみな
ぎる1日となった。
　翌月の特別講演会に、時の日弁連会長である宇
都宮健児氏を迎えた。幼少のころは貧しかったが
幸せだったと、家族で力を合わせて生き抜いてき
た人生を語られ、生徒たちも深い感銘を受けてい
た様子であった。宇都宮氏もこの三瓶高校を、そ
の後全国各地での講演先で語られていると聞く。
　90 年から 100 年に向かうこの 10 年で、時代は
大きく変わっていった。少子化の波を受け本校も
分校となったが、地域の中で生きる本校の姿は、
これからも色あせることはない。祝100周年。

三瓶分校に学ぶ 100周年を祝して

第28代校長（平30～令元年度在職） 第24代校長

星川　志朗 片山　　茂

思い出の記
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　私の三瓶高校での勤務は、平成18年度から22年度ま
での５年間で、創立90周年を終えて転勤となった。この
５年間は私にとって、学校という概念を変えるとともに、
後の教員生活に大きな影響を与える５年間となった。そ
の５年間を一言で表現するならばと考えているうちに、
自然とにやけている自分に気が付いた。にやけている理
由は、私の選んだ言葉が「ユーモア」だったからである。
　「ユーモア」とは、人を和ませるおかしみのこと。ただ
笑いを取るのではなく、そこには品格や気遣いが必要で
ある。相手を不愉快にさせる笑いや、下品な笑いはユー
モアとは言えず、自然と相手が笑ってしまうような、品が
あって？心が和む笑いがユーモアなのである。
　以下に挙げる「ユーモア」を生み出すために必要な要
素と三瓶高校の校風、三瓶町の土地柄に共通点が多いこ
とが、この言葉を思い浮かんだ理由である。
１　発想が柔らかく、柔軟に対応できる学校
　何でも決めつけてしまったり、こうでなければいけな
いと思うことが多いと、相手を認めたり予期せぬ出来事
に対応できなくなってしまうが、三瓶高校は、小さな学
校であることを最大の武器に、いろいろな意見を素直に
受け止め、コミュニケーションによって様々なことを突破
してきた。（固定概念にとらわれない発想力）
２　些細なことも楽しく幸せと感じられる学校
　日常の何気ないことも、見方を変えながら幸せや楽し
みに変えながらの学校生活。物事を多方面から捉える
“視野の広さ”を持った学校。（物事を多角的にとらえる
観察力）
３　引き出しが多い学校
　地域の方々からの意見や情報を取り入れるのが得意な
学校であり、地域の協力、地域との一体感というのは、
他では味わえないものであった。（会話を重視したコミュ
ニケーション力）
　以上のことに加え、町のいたるところに「ユーモア」
が溢れていることから、三瓶高校＝「ユーモア」という
言葉に結びついたのである。
　「三瓶高校のユーモア」を潤滑油として、愛媛県立宇
和高等学校三瓶分校へと歴史が語り継がれていくことを
心から祈っております。

　三瓶高校同窓生の皆様及び在校生の皆さん、この度
は、三瓶高校創立100周年、おめでとうございます。
私は、令和元年度 PTA 会長を務めさせていただいた
清家剛と申します。私は三瓶高校の卒業生ではなく、
三瓶町出身者でもございません。この三瓶高校創設
者、「山下亀三郎翁」の出身地である吉田町喜佐方の
生まれでございます。そのため、山下氏が三瓶町に女
学校を創設していたことは、小学校の頃より知ってい
ましたが、その時は、まさか自分が三瓶の地に住むと
は思っていませんでした。それが三瓶高校の PTA 会
長になるとは...。
　この原稿を書くにあたり、少し90周年記念誌を読
ませていただきました。当時の学校の様子や卒業生、
歴代の先生方の文章から、かつての三瓶高校の賑わい
や伝統を読み取ることが出来ました。しかし、誰が今
日の三瓶高校を予想できたでしょうか。少子化の影響
で生徒が減り続け、今年令和2年度から三瓶高等学校
は、宇和高等学校三瓶分校となってしまいました。し
かし、学校名が少し変更になりましたが、この三瓶の
地に高等学校が存続していることには変わりありませ
ん。在校生も一人ひとり夢や希望を持ち、それを叶え
るため日々、充実した学校生活を送っています。それ
は、きっと第二山下実科高等女学校ができた100年前
と同じなのではないでしょうか。学校で学べる喜び、
かけがえのない友との語らい、何時までも色褪せない
思い出...。同窓生の皆様もこの校舎で過ごされた3年
間は、かけがえのないものだったのではないでしょう
か。
　今、三瓶分校は存続の危機に直面しています。この
危機を乗り越えるために、学校も新たなチャレンジを
しています。生徒の全国募集、地域みらい留学への参
加、公営塾の開設と高校の魅力づくりに力を注いでい
ます。この取組が生徒にとっても、地域にとっても実
りあるものになると私は思います。今以上に同窓生の
皆様、地域の皆様にはご理解、ご協力をお願いいたし
ます。
　この学舎に今後も生徒の笑顔が絶えることのなく存
続することを願っています。

「ユーモア」たる所以 学舎よ、永遠に

旧職員 前PTA会長

和家　哲也 清家　　剛
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　私たちの時代は、各学年５クラスの250名ずつが在
籍しており、谷道川と平行に建った木造校舎での学び
だった。当時は海側にあった校門を入ると、左手にテ
ニスコートと木造の体育館、右手には比較的新しい図
書館があり、正面に玄関と職員室が建っていた。卒業
するまでに大半の建物は、体育館を残して山側へ平行
移動し、同時にグラウンドの拡張も行われ、今日の広
さとなったのである。暑い日の芝生植えの作業は、地
獄の校内マラソン大会とともに、苦しい思い出として
鮮明に記憶されている。男子は周木の往復15キロで、
入学前に廃止された遠泳の方がよかったのにと、ボヤ
きあったことも懐かしい。
　厳しかった父親に反抗して仕送りを止められた学生
時代、板橋区の最も安いアパートに住んでいた私の部
屋には、同級生や後輩達が入れ替わり立ち替わり集
まっていた。自然発生的に「三瓶弁を守る会」ができ、
池袋等で会合を持ったが、そこでの一番の思い出は、
美しく着飾り垢抜けた東京人らしい出で立ちの美女
の、遅れてきた仲間への発言だった。
　『あんた、どひち！なひろ～！』一緒に待っていた
仲間達のあ然とした表情は今でも浮かんでくる。
　『ほげな、めんどしことゆうなや』の一言で場が和
み、それから三瓶弁を堂々と使うようにしたのであ
る。ただし、それは会合を開いたときのみで、平素は
無理して東京弁（標準語への皮肉？）を使用していた。
これも思い出での一つである。（笑）
　令和２年４月、100周年を迎えた三瓶高校は、残念
ながら宇和高校三瓶分校となった。今のところ、分校
となった高校の大半は廃校への道をたどっている。来
年と再来年の２年間に 31 名の入学生がいないとき、
三瓶分校は募集停止となり、廃校へと歩まざるを得な
くなるだろう。私たちの卒業した、思い出深い母校が
なくなることが身近な問題となっている現在、何とか
存続させなければと活動している。
　卒業生の皆さん、今こそ母校を守るためのアイディ
アが必要です。どうか存続のための提言をお送りくだ
さいますよう、よろしくお願いいたします。

　この度は、三瓶高校創立100周年おめでとうござい
ます。卒業生としてとても嬉しく思うと共に、この伝
統ある三瓶高校で学べたことを誇りに思います。
　私が卒業して早８年。高校生活を振り返ってみると
この３年間で私自身大きく変わることができました。
　特に私を成長させてくれたのが、家庭クラブでの活
動です。家庭クラブの活動では、地域の方々と触れ合
うことが多く、たくさんのことを学ばせてもらいまし
た。その中でも一番思い出に残っているのは、保育園、
幼稚園との交流です。バザーのお手伝いをさせていた
だいた際には、先生や保護者の方々が何も分からない
私たちに優しく教え支えてくださいました。バザーが
終わった後に「手伝ってくれてありがとう」といって
いただき、こんな私にも役に立てることがあるのだ
と、活動の喜びを実感することができました。また学
校に子ども達を招いて、一緒に遊んだりお菓子作りな
どをしました。その日のために放課後も遅くまで残っ
て準備をするのはとても大変でしたが、子ども達の楽
しそうな姿や笑顔を見ると、やって良かったと充実感
を得ることができました。
　また活動を通して、先頭に立って動くことの大切さ
やリーダーとしての難しさを実感しました。思い通り
にいかず、悔しい思いもたくさんしましたが、その度
にクラブ員や先生に助けてもらいました。自分一人で
はできないことも、仲間や協力してくれる方々がいる
からこそ、様々な活動が成り立つのだということ。そ
してたくさんの方々が温かく見守り支えてくださって
いるから、多くの活動を成し遂げることができたのだ
と知ることができました。
　人生においてこの３年間はとても短いものですが、
私にとって一つ一つが貴重な体験であり、とても大切
な時間となっていたことを、改めて実感することがで
きました。これからも周囲への感謝の気持ちを忘れ
ず、三瓶高校で学んできたことをこれからの人生に活
かしていきたいです。

三瓶高等学校の思い出と
お願い 私を変えてくれた３年間

昭和43年度卒業 平成25年度卒業　家庭クラブ会長

竹﨑　幸仁 栗焼　菜月　（旧姓：藤井）
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　三瓶高校創立100周年、卒業生として嬉しく思う。
　私の曾祖母は山下女学校、祖父、母、私と弟は三瓶
高校、家族の4世代が卒業生である。4世代が地元の
高校で、地域の中で高校生活を送ったことは当たり前
のように思っていたが、それは貴重な経験だったのか
もしれない。なぜなら、三瓶高校でなければ経験でき
なかったことが家族それぞれにあり、その思い出が今
でも鮮明に蘇るからだ。
　身内で集まって食事会をする時は、必ずといってよ
い程、部活動の話がでる。それぞれの楽しい思い出や
失敗談、世代を超えて盛り上がる。
　私は陸上競技部でやり投げをやっていた。競技にお
いては、3年生の時に運よく四国大会へ進んだ。四国
大会後の「小さい学校でも全国と戦えるところを見せ
てほしい」という恩師の言葉を翌日の新聞で見た。試
合で記録が伸びて行く頃で、この時点では全国の厳し
さをまだ知らなかったように思う。
　インターハイは予選を通過したものの、全国大会の
難しさを感じた試合だった。
　国体に向けての練習は、今まで自分に甘かった所を
見直し、トレーニングを積み、技術面では指導してい
ただいた事を再現できるように心掛けた。そして国体
本番は良い緊張感の中で投げることができ、自己ベス
トで表彰台に上がることもできた。
　恩師の「小さい学校でも戦える」という言葉と、地
元の方々の声援が支えてくれた。
　これからも身内や仲間と集まる時は、それぞれの三
瓶高校での思い出話をして盛り上がりたいと思う。

　三瓶高校創立100周年おめでとうございます。今は分
校となっていますが、あえて高校と書かせてください。
　卒業してから1年があっという間に経ってしまいまし
た。大学生活を送る中でも高校でのことは度々思い出し
ます。何か力が無くなった時とかに自分が経験したこと
を思い出すと、自分はまだ大丈夫だと錯覚を起こさせる
ほどのエネルギーが高校生活というものにはあります。
体育の授業後の汗臭いにおい、季節によって寒暖差の
激しい教室、放課後に買うココア。ちょっとしたことも
案外覚えているものです。
　記事の依頼があってから改めてじっくりと高校生活を
振り返ってみました。中学が同じでも話をしなかった人
と話すようになったり、面白い先生方に出会ったり。人
にはとても恵まれていたと思います。それがなければ私
は今、とてもつまらない生活を送っていることになって
いたかもしれません。
　高校の大きな経験として部活動のことを挙げたいと思
います。私は邦楽部に入部をして箏を始めました。高
校に入学したらやりたいと思っていたわけではなかった
のですが、ピアノ以外の楽器をしてみたくて入部をしま
した。先輩方や講師の先生方の支えもあり部として全国
大会に出場できたことは何歳になっても自慢の一つで
す。結果は納得いくものではありませんでしたが、結果
を求めすぎるとパフォーマンスすることに頭が回らない
ということに気づいたので悔いはありません。大学でも
箏は続けていて部の部長を務めており、軽音と箏のジャ
ンルの異なる音楽に触れて生活をしています。
　3年間で自分を見せること・伝えることが好きになれ
たのは大きな変化でした。自分の考えを伝える機会が多
くあったことが変化に繋がったのかなと感じています。
大学生活を送り始めて約1年半が経ちました。周りの環
境、生活に関わる人、考えていた将来像も変化しました。
今、新たにやりたいことを持てているのは高校での生活
が全て土台となっているからです。私は最近、三瓶から
高校がなくなる可能性があることに対し危機感を持って
いる人が少ないと感じています。人数が少ないからこの
高校を選ばない人がいるなら、それはおかしい。この機
会にそれぞれが町の高校について考えてみませんか。

高校生活の思い出 高校

平成28年度卒業 平成31年度卒業　邦楽部員

堀内　遥平 亀島　瑠李
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記念講演会 令和２年11月７日㈯
宇和高等学校三瓶分校体育館

西 澤 孝 一 氏

坂村真民記念館館長

演題「坂村真民の心のふるさと、
三瓶の想い出」

PROFILE　昭和23年愛媛県生まれ。16歳のときに坂村真民と出会う。18歳で真
民の詩に感銘を受け愛読書となる。大学を卒業後、愛媛県庁に就職し定年まで勤
める。その間、真民の三女・真美子と結婚。真民の晩年を共に過ごし、最期を看
取る。平成24年より坂村真民記念館館長。著書「かなしみをあたためあってある
いてゆこう」

はじめに
　 三瓶高校の創立 100 周年記念の栄
えある日に記念講演をさせていただく
ことに、心から感謝しお礼を申し上げ
ます。坂村真民もどんなにか喜んでく
れていると思います。
　一つの町に100年続く学校があると
いうことは町の誇りであり、それを支
えてきた三瓶の皆さんの教育と文化へ
の熱い思いがあればこそだと思いま
す。三瓶の町には古くから朝日座、朝
日文楽という演劇や伝統芸能を大切に
する文化があり、文化の香りが漂う町
であり、坂村真民もそういう町の風土
と文化が非常に好きで、学校の生徒と
一緒になって演劇団を作って三瓶湾の
集落を一周して合計 12 回の公演をし
て回ったり、朝日座で真民演出の劇を
開催したり、三瓶の人たちと共に楽し
んでいた時代がありました。
　本当に真民にとっては三瓶の町は九
州の熊本からやって来た人間を心から
優しく迎え入れてくれ親切に接してく
れた生涯忘れられない心の故郷なので
す。今日はそういう三瓶の町の想い出
と、真民が心を込めて三瓶の人たちに
残していった置き土産についてお話を
してみたいと思います。

1. 三瓶の想い出
　坂村真民が九州から遠く離れたこの
愛媛の三瓶にやって来たのは戦後朝鮮
から引き揚げてきて、郷里の熊本で就
職先を探していたのですが、仕事がな
くて困っていた時に当時の第二山下高
等女学校の校長をされていた佐伯秀雄
先生が、ここで働いてみないかと誘わ
れたのがきっかけです。佐伯先生とは
短歌雑誌を通して真民は若い時は短歌
を作っていましたので、その雑誌を通
して佐伯先生を知っていたのですが、

そのお誘いの手紙で、この山下高等女
学校は海運王の山下亀三郎氏が、お母
さんへの恩返しの意味で、お母さんの
生まれ故郷である三瓶にお母さんのよ
うな女性を育てる学校を設立したとい
う、学校設立の趣旨を書かれてまし
て、真民は朝鮮でも女学校の先生をし
ていて、真民自身もお母さんへの恩返
しのために女子教育をしたいという夢
があったのです。
　そういう創立者の想いがある学校な
ら、是非行きたいという気持ちにな
り、この三瓶にやって来たという経緯
があるのです。そうしてやって来た、
この三瓶の町は穏やかな海辺の町で、
人情熱い人々が住み、真民にとっては
心から休まる町となったのです。戦後
の混乱期の中で、これからどう自分の
人生を生きていくか、という人生で一
番大変な時期を、この三瓶の土地で過
ごせたことが、この後の真民の人生に
大きく影響を与えたのです。

2.坂村真民が三瓶に残した置き土産
　坂村真民が生涯、心のふるさととし
て、この三瓶の町を懐かしく大切に思
い、辛い時や困難にぶつかった時にい
つも思い出し、自分を励ましてくれる
のが、この三瓶時代の懐かしい人々の
優しさと、その時の自分の純粋な気持
ちなのだと、毎日書いていた日記の中
に書き残しています。
　そういう真民が三瓶の町に三瓶の
人々に残していった置き土産がありま
す。まず、坂村真民の第１詩集であり、
真民自身が一番好きな詩集である「六
魚庵天国」という詩集です。

①詩集「六魚庵天国」
　この詩集はこの表紙の裏に「昭和
21 年５月から昭和 25 年３月まで、四

国南海岸三瓶町における生活ポエム」
である、と書かれていますようにこの
三瓶での、真民家族の生活を詠った詩
を集めた詩集です。「六魚庵」という
のは６匹の魚が住む、小さな庵、とい
う意味で、真民夫婦と、３人の娘で５
匹、それに朝鮮時代に生まれてすぐ亡
くした子供があり、真民はその子も入
れて、全部で６匹の魚と言っているの
です。ですから六魚庵というのは真民
の家族のことであり、真民の住む家の
ことなのです。この詩集のタイトルに
もなっている、六魚庵天国という詩を
ご紹介します。

真民詩「六魚庵天国」
　この「六魚庵」というのはムカデやナ
メクジが住みつき、じめじめした家で、
お世辞にも「天国」とは言えない家だが
と、真民はその詩集に書いていますが、
家族の待つその家はやはり真民にとって
は心が休まる唯一の天国だったのでしょ
う。職場で辛いことや嫌なことがあって
も、六魚庵に灯った明りを見て、子供た
ちの明るい声を聞くと、本当に心が休ま
り、安心したのだと思います。この詩は
家族を詠った真民詩の中でも、最も愛読
されている詩の一つになっています。昭
和21年５月から昭和25年３月までの、
三瓶での４年間の生活を詠った詩を集
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めた、この「六魚庵天国」は坂村真民
の詩人としての最初の大切な詩集であ
り、真民詩の原点となる詩集であり、真
民が生涯で最も愛した詩集なのです。
三瓶の町の人々のやさしさ、温かさが
あって初めてこの詩集が生まれたのであ
り、この三瓶の町は真民の詩人としての
出発地であり、心のふるさとなのです。
　次にこの三瓶の町には真民の詩碑が
二つ、歌碑が一つ、そして皆さんに歌
い継がれる「歌の歌詞」が五つ残って
います。

②三つの歌碑と詩碑、六つの歌
（S59.5　高福寺境内　（第25番碑）
「念ずれば花ひらく」）

　１番目の詩碑は昭和 58 年に建てら
れた、津布理の高福寺の「念ずれば花
ひらく」碑です。ここの碑は真民と交
流があった、石見よね子先生を中心と
したゆかりの人たちが、詩碑建立委員
会を立ち上げて、寄付を募り、作って
くださった碑です。真民もこの碑の除
幕式に参列して、三瓶の人々へのお礼
を込めて詩を作っています。

（S60.5  妙見堂境内　（第43番碑）
「念ずれば花ひらく」）

　２番目の詩碑は昭和 60 年に建てら
れた、朝立の山の中腹にある、妙見堂
の「念ずれば花ひらく」碑です。この
碑はこの妙見堂の復活を願って、お参
りする人が増えるようにと願いを込め
て、加藤マキコさんが中心となって建
立されたものです。

（H4.5   三瓶文化会館前　（213番碑）
「短歌」）

　３番目の歌碑は平成４年に三瓶の真
民詩の愛好者が、三瓶文化会館前に建
てられたもので、全国に800以上ある真
民の詩碑の中で唯一の歌碑となっていま
す。真民が自ら選んだ短歌は三瓶の町
を詠ったもので、歌碑の裏側には「涼し
い風を吸うて育った人たちはみな鈴のよ
うな仏心を持つのであろうか移り住んだ
静かな港の町、三瓶という処はわたした
ち一家を心から迎えてくれた」と、真民
のこの碑に込めた思いが刻まれていま
す。

（郷土歌　三瓶の歌）
　この歌は昭和 23 年に作られたもの
で、その年の 12 月に朝日座でこの歌
に踊りを振り付けた「新作舞踏の発表
会」が行われています。この写真がそ
の時のものです。

（三瓶高校生歌）
　この楽譜には昭和23年11月18日作
曲と書かれていますが、学校の記録で
正式に制定された日は昭和25年12月
となっています。戦後の学制改革で、
山下高等女学校が新制の県立三瓶高校
になったのを契機として作られたので
はないかと思われます。
　三瓶高校の校歌ができるのが、この
８年後ですから校歌の代わりとしても
歌われていたのではないでしょうか。

（三瓶高校校歌）
　昭和31年10月に制定された。この
校歌の制作の意図を、真民は「校歌は
その土地に根差し、生徒の心のなかに
深く成長し、しかも卒業後も人間形成
に永く影響を与えるものでなくてはな
らない。そのためには郷土性を持つと
同時に世界性を具有すべきである。
　それに尚、三瓶高校には独自の創立
精神が燦として存在する。一は学生の
行くべき道を示し、二は山下翁設立の
精神と東洋孝道の美しさを歌い、三は
よき郷土民として、民主的人間の理想
を歌わんとしたものである。」と書き
残しています。

（三瓶繁栄歌、三瓶小唄、三瓶音頭）
　資料等としては残っていないのです
が、三瓶の皆さんからの聞き取り調査
の中で、この三つの歌も真民が作詞
し、当時はよく歌われていたというこ
とでした。皆さんの中にもし、この歌
の歌詞とかを保存されている人がいま
したら、是非記念館に送ってくだされ
ばありがたいです。

③コギトの泉
　三瓶高校の卒業生、在校生にとっ
て、この「コギトの泉」というのは特
別な存在だと思います。この「コギト
の泉」の名前を付けたのが、坂村真民
なのです。このコギトという言葉は皆
さんもご承知だと思いますが、フラン
スの有名な哲学者、デカルトの「我思
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う、故に我在り」という命題のラテン語
「コギト、エルゴ、スム」の「我思う」
という言葉から取ってきたものです。真
民は当時の三瓶高校の生徒に我の存在、
自分という人間の存在を考え、大切にし
て欲しい、そして、人間として生きてゆ
くうえで、一番大切なものは「自分らし
さ」を持つことなのだ、ということを考
えて生きていって欲しいと思い、この名
前を付けたのです。この思いを詠った詩
として「存在」という詩があります。
　この詩は昭和38年、真民が54歳頃に
作られたものです。真民はこの詩につい
て「若い人よ、この何より尊い自己の存
在感を確認して、強く人生を生きよ」と
言っています。
　「四国の片隅に居て、まだまだ詩人と
して認められていないが、この愛媛の宇
和島に“坂村真民”という詩人がしっか
りと存在するのだ」ということを、高ら
かに宣言している詩であると言えます。
皆さんも、この、世界に一人しかいない、
自分という存在を再認識し、自信をもっ
て世界に羽ばたいていってください。

　さて、ここからは高校生の皆さんに
真民からの、若い人へのメッセージと
なっている詩をご紹介していきたいと
思います。まず「若者よ」という詩を
ご紹介します。

「若者よ」
　この詩は真民が73歳の時の詩です。
真民は若い人を大切にし、応援する気
持ちを、いつも強く持っていました。
高校の先生をしていたときには生徒が
経済的に苦労をしているのを見て学費
の援助をしたり、家庭の事情で学校の
出席日数が足りない生徒を、職員会議
で一生懸命かばったりしていました。
　この詩の中で「わたしのことなど忘
れてくれ」とは「新しい時代に向かっ
て、前に進んでくれ」ということです。
また「人まねはするな」「どんな小さ
な花でもいいから、自分の花を咲かる
ことだ」とも言ってます。
　この「どんな小さな花でもいいから、
自分の花を咲かること」というのが、
坂村真民の生き方そのものでもあり、
真民から若者に送る、真民の「メッ
セージ」なのだと思います。

　次にご紹介するのは「時間をかけて」
という詩です。

「時間をかけて」
　この詩は真民が66歳の時の詩です。
真民の生き方を，よく表している詩だと
思います。笑われても、馬鹿にされても、
自分の道をまっすぐ歩み続けることはと
ても勇気がいることです。時には寄り道
もするし、少し曲がった道になることも
あるでしょう。しかし、どこかで少しず
つ修正をしながらでも、時間をかけて、
自分の道をまっすぐ歩み続けることが大
事なのだと思います。
　そして、最後の「時間をかけて磨い
てゆこう」という言葉が、坂村真民が読
者の皆さんに一番伝えたいことなのだと
思います。毎日、こつこつと、時間をか
けて、自分を磨いてゆく、これが坂村真
民が生涯実践した生き方であり、皆さん
に呼びかけている生き方なのです。

（１）人はなぜ学ぶのか
　高校生の皆さんはもちろん、大人の
方も「何かを学ぶ」と言うことは生涯
続けていかなければならないと思いま
す。色んな本を読み色んな人の声を聞

き自分自身も色んな経験、体験をし
て、世の中の仕組みや人間として生き
るうえで、どんな生き方があるのか、
それらを知るためには学び続けること
が必要です。学び方は色々あると思い
ます。高校で学び、その後も、専門学
校、大学で学ぶ、社会人となって会社
で学ぶ、働きながら学校へ行って学
ぶ、地域の団体で学ぶ、様々な学びの
場があると思います。
　何のために学ぶのかと言えば、究極
的には自分という存在を、最も輝かせ
るものは何か、自分は何のために生ま
れてきたのか、その答えを見つけるた
めではないでしょうか。そのことを
詠った詩をご紹介します。

「こつこつ」という詩です。

　この詩は真民が 57 歳の時に作られ
た詩です。坂村真民の生き方を、簡潔
明瞭に表している詩だと思います。こ
の「こつこつ」というのが、坂村真民
の生き方を象徴する言葉であり、真髄
なんです。
　一本の道を、ゆっくりと、一歩ずつ、
歩きながら生きてゆくことです。詩を
書くうえでも人間としてどう生きるか
を、苦しみながら悩みながら毎日毎日
こつこつと書き続ける。そして一番大
切なのが最後の「こつこつ、こつこつ、
掘ってゆこう」というところではない
でしょうか。真民は詩を書くことも、
仏教の教えを学ぶことも、すべて自分
という人間をいかに人間として掘り下
げてゆくか、ということをいつも考え、
生きて来た人間です。人より一時間で
も三十分でも早く起きて、こつこつと
自分を作りあげてゆくことを生涯実践
した人でした。自分の人生は自分で切
り開いていかなければなりません。
　そのための努力なのですね。こつこ
つ、一歩一歩、この積み重ねが大事な
のだ、と真民は言っているのです。若
いうちは色んな経験、体験、それも辛
い、苦しい、悲しい体験を積み重ねて
おくことが大事だ、と言ってる詩もあ
ります。
　もう一つ「鈍刀を磨く」という詩を
ご紹介します。
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「鈍刀を磨く」
　この詩は真民が75歳の時の詩です。
鈍刀というのはいくら磨いても光らな
いかもしれないが、そういう声に耳を
貸すことなく、せっせと磨くことに専
念し一生懸命磨いておれば、磨く本人
が変わってくる、つまり磨く本人を光
るものにしてくれるのだ、その努力を
することが大事なんだ、と真民は言っ
ているのです。真民も名刀のような光
る人間ではなく、鈍刀のような人間で
したので、自分自身を光るものにして
くれるために鈍刀を磨き続けた人間で
した。「甚深微妙（じんじんみみょう）」
というのは仏教の世界で、法要や毎日
のお勤めの前に必ず読まれる「開経偈」
というお経の最初に出てくる言葉で

「甚深微妙の世界」とは「はなはだ深
く、計り知れないほど見事な世界」と
いう意味です。

（２）生きることの大切さ
　次に人間として生きるうえで、どん
なに苦しく辛くても、前を向いて生き
ることが大事だ、という真民の想いが
詰まった詩をご紹介します。

「鳥は飛ばねばならぬ」という詩です。
　この詩は昭和 51年、真民が 66歳の
時に作られたものです。真民は世尊
が、仏様のことですね、80 年の生涯
を身をもって示されたのは「人は生き
ねばならぬ」ということだったのだ、
と元旦に悟り、この詩を作ったと言っ
てます。この詩で真民が訴えているの
は「闇の向こうには必ず光がある」と
いうことと「人は生まれてきたからに
は最善を尽くして生きなければならな
い」ということです。
　この詩は東日本大震災の後、東北で
被災された方々が真民の詩を読んで、
生きる勇気と希望をもらった、と言っ
てくださる時、まず一番に挙げられる
のがこの詩なのです。「人は生まれて
きたからには生きなければならない」
ということを「生きねばならぬ」とい
う断定の言葉として書いていますね。
これが、真民自身の強い信念と人間に
対する希望の表れだと思います。
　次に「つねに前進」という詩をご紹
介します。
　この詩は真民が 61 歳の時の詩です
ね。この詩は真民が尊敬していた二人
の仏教の祖師、一遍上人と、空也上人
が、県立美術館で並んで展示されてい
たのを見て、その感動を詩にしたもの
です。その時、真民はこの二人の足を
見て、空也上人は左足を、一遍上人は

右足を出した姿に気が付いたのです。
普通、こういう像は両足をそろえて
立っている姿を彫っているものです
が、二人とも今にも歩き出すかのよう
にそれぞれ前に向かって、足を出して
いたのです。民衆とともに生きた二人
の、清楚な木像の前に立って、真民は
この二人の姿に感銘を受け、その生き
方に感動し、自分もこういう生き方を
してゆこう、どんなに辛くても、前を
向いて歩いてゆこうと決意して、この
詩が生まれてきたのだと思います。

3.コロナと共に生きてゆくために
　最後にコロナ禍の現在、まだまだ収
束の見込みは見えてきません。ウイル
スというのは長い人類の歴史の中で、
常に私たちの周りに存在するもので、
ある意味では人類の進歩はコロナウイ
ルスを含めた、こうしたウイルスと共
存することによって進化してきたのだ
と生物学者は言っています。
だから、私たちはコロナウ
イルスを敵と見て対立する
のではなく、これからの長
い 時 間 を 共 に 生 き て ゆ く、
生きてゆかざるを得ないも
のとして考えなければなら
ないと思います。
　私たちはこの現実をしっ
かりと見据え「新しい生活
様式」による「生き方」を、
それぞれの個人が「個人の
自覚と責任」を持って行っ
ていくことが大切になって
くると思います。このよう
な思いは東日本大震災の後

に多くの人が「これまでの生き方を見
直して、生活の質を変えていかなけれ
ばならない。」と思った、あの思いと
共通するものがあります。そして、自
然と浮かんできたのが「あとからくる
者のために」という真民の詩です。
　コロナと共に生きていくための「人
間としての生き方」がここに書かれて
いると思います。そんなに難しいこと
ではないのです。私たち一人ひとり
が、周りの人を守り、自分も守るため
に「マスクを着ける。手洗いうがいを
する。３密を避ける。」という基本的
な生活様式を守ることを心がければい
いのです。

「あとからくる者のために」という詩
をご紹介します。
　世界の国の中には自分ファーストの
姿勢を鮮明にしている国もあります。
日本でもこのコロナを利用して、自分
の金もうけだけに必死になってる人が
います。こういう時代だからこそ、自
分のことは少し我慢して、少し苦労し
てでも、周りに困っている人がいれば
その人のことを考えてあげ、一緒に
なってこの困難を乗り越えていきたい
ものです。何か自分にできることを探
して、小さなことから始めてみません
か。二度とない人生なのです。自分の
人生をしっかりと見据え、前に向かっ
て生きていきましょう。
　三瓶高校生の皆さん、皆さんは一人
ひとりが無限の可能性を持った「ダイ
ヤモンドの原石」なのです。どうか、
それをこつこつと磨き、自分の花を咲
かせてください。
　いつの日か三瓶分校が、三瓶高校に
復活する日を、心から願って私の話を
終わりたいと思います。ご清聴、あり
がとうございました。
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真 民 詩 抄
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職員一同（大正 14 年～令和 2 年）

大正14年

昭和35年

昭和41年

昭和47年 昭和50年

昭和6年
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昭和55年

昭和60年

昭和58年

平成2年
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平成8年

平成9年

平成5年
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平成12年

平成18年

平成15年
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平成21年

平成27年

平成24年
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平成28年

平成30年

令和２年
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ANNUAL EVENTS & SCENES　年間行事

4 月
・入学式
・語の日
・スポーツテスト・身体測定
・校母祭
・１年生集団宿泊研修
・県総体南予予選
・生徒総会・家庭クラブ総会

5 月
・サバイバルウォーク
・１年生総合的な探究の時間
・街頭指導
・防災避難訓練
・ボランティア活動
・県総体壮行会
・奉仕活動

6 月
・県総体総合開会式
・ジオパーク研究
・歯科検診
・野球応援
・人権・同和教育 HR 活動
・四国総体
・救急法講習会

7 月
・野球応援練習
・保育園バザー手伝い
・クラスマッチ
・奉仕活動
・宇和特別支援交流会
・かんなフラワー講習会
・中学生１日体験入学

8 月
・家庭クラブ研究発表大会
・テニス夏季大会南予地区予選
・奥地の海のかーにばる
・陸上競技新人大会
・沖縄インターハイ陸上競技
・ベトナム技能研修生との交流
・体育祭の練習

9 月
・体育祭準備
・野球秋季大会
・ソフトテニス新人大会
・特別清掃
・体育祭
・２年生調理実習
・せんたんミーティング
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10 月
・修学旅行
・１年就業体験
・２年保育実習
・銀ちゃんの仮想大賞
・茶道部
・原子力防災訓練
・卓球新人戦

11 月
・文化祭
・マラソン大会
・高文祭（吹奏楽部）
・あいさつ運動
・２年生調理実習
・ハンドベル練習
・宇和特別支援学校文化祭参加

12 月
・１，２年進路説明会
・宮中雲子音楽祭
・３年生食育講座
・主権者教育
・コスモス館クリスマス会
・クラスマッチ
・終業式

1 月
・始業式
・ドローン講習会
・町内マラソン・駅伝大会
・全校集会（教職員講話）
・２年生総合学習（琴）
・エネルギー授業
・西予市模擬議会参加

2 月
・コンソーシアム
・２年生調理実習
・１年生総合探究発表会
・年金セミナー
・かんなフラワー講習会
・バレンタインデーチョコ配り
・八幡浜地区合同生徒研究発表会

3 月
・卒業式
・登校日
・ワックスがけ
・高校入試合格発表
・合格者登校日
・離任式
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部活動・授業風景

美術部

自然科学部

ソフトテニス部

野球部

生徒会

吹奏楽部

邦楽部

卓球部（男子）

陸上競技部

伝統芸能部

VYS部

卓球部（女子）

家庭クラブ
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校内の風景

校門アプローチ

運動場の杜

卓球場

中庭玄関国旗掲揚台

体育館

裏門

本館

４F　渡り廊下特別教棟グラウンド
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校長室

会議室 商業教室

調理室和室武道場

音楽室

進路室

図書室 夢叶室 視聴覚室

コギトの泉
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三瓶町の風景
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　三瓶の地に生まれた高校が百歳を迎えました。約三世代に渡って人を

育て、数々の経験と思い出を我々に与えてくれた学び舎。古い校舎が消

え、新しい校舎が建ち、校名も変わりましたが、卒業生にとって学び舎

での三年間の記憶は、きっと一生の宝物でしょう。だから自分の人生の

一時を過ごした学校が消えて無くなることは、非常に寂しいことだと思

います。101年、102年と学校を存続させることが私たちの願いでありま

す。この記念誌を手にされた方々のお力添えをお願いいたします。

　本記念誌は、写真を中心にまとめ、手にする人が昔を振り返り、思い

出を語り合っていただけるようにと願って制作しました。また、本記念

誌を開いたときに校歌が流れてくるような感じにしたいと思いました。

昭和31年、坂村真民作詞、中田喜直作曲の校歌が私たちは大好きです。

是非、思い出を一つとする友人と会ったら、当時を思い出し歌ってくだ

さい。♪たちばなの花は薫り、みんなみの潮はひびく～♪と。

　三瓶高校よ、我々の記憶の中に永遠であれ。三瓶高校、ありがとう。

　最後になりましたが、本記念誌を制作するにあたり、寄稿文に執筆の

お願いをしたところ、お忙しい中、快くお引き受けくださった卒業生、

旧職員の皆様、本当にありがとうございました。この場を借りて、お礼

申し上げます。

編集委員一同

編　集　後　記

編集委員

清家　亮太　　三好　章子　　山下　好夫
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